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森町消防団入退団式森町消防団入退団式
令和４年４月３日に地域防災の担い手である
消防団の入退団式が総合体育館で行われました。
３月定例会では、人口減少等の要因で団員数が
減少している状況を考慮し、処遇改善等を目的に
条例が改正されました。
詳しくは１０ページをご覧ください。

Ｐ２　Ｐ２　当初予算特集当初予算特集
 　・議員が注目した当初予算は  　・議員が注目した当初予算は 
 　・次代を拓くチャレンジ予算の概要  　・次代を拓くチャレンジ予算の概要 
 　・常任委員会で詳細な審査を実施  　・常任委員会で詳細な審査を実施 

Ｐ１０　３月定例会・２月臨時会概要Ｐ１０　３月定例会・２月臨時会概要
Ｐ１４　町政を問う　一般質問Ｐ１４　町政を問う　一般質問
Ｐ１８　町へ政策提言検証評価を提出Ｐ１８　町へ政策提言検証評価を提出

発行　静岡県森町議会発行　静岡県森町議会
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３　　月３　　月
定 例 会定 例 会

森
町
議
会
は
、
３
月
定
例
会
を
１
日
か
ら
24
日
ま
で
の
会
期
24

日
間
で
開
催
し
ま
し
た
。

補
正
予
算
や
条
例
改
正
な
ど
提
案
さ
れ
た
38
議
案
を
審
議
し
、

全
会
一
致
で
可
決

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
発
議
２
件
を
採
択
し
、

陳
情
１
件
を
み
な
し
採
択
し
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
、
３
人
が
質
問
し
ま
し
た
。（
14
～
17
ペ
ー
ジ
に
掲

載
）

▲質疑の様子は▲質疑の様子は
こちらからこちらから

（森町議会 YouTube）（森町議会 YouTube）
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０
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９
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０
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０
０
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す
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す
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ザ
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民生費

２３億２２０６万７千円

26.5%

総務費

15億4076万9千円

17.5%

衛生費

１１億２００１万９千円

12.8%

教育費

９億８８７４万１千円

11.3%

土木費

９億４３４７万５千円

10.7%

公債費

８億９９３７万９千円

10.2%

消防費

４億２６５１万３千円

4.9%

農林水産業費

２億１５７０万円

2.4%

商工費

２億５３５万３千円

2.3%

議会費

8455万2千円

1.0%

予備費

１５００万円

0.2%

労働費

５８８万１千円

0.1%

災害復旧費

855万円

0.1%

諸支出金

1千円

0.0%

一般会計
歳出

歳出の主な増加要因は、新田赤松線の整備促進に伴う事業費や民間保育園整備事業に係
る補助金、ふるさと納税推進事業費の増額等が挙げられます。
また、減額要因は、旧周智高校機械実習棟の施設改修事業の完了等が挙げられます。

町債

６億４６１０万円

7．４%

町税

２３億３７３９万８千円

26.6%

地方交付税

17億9500万円

2０．５%

国庫支出金

10億484万4千円

１１．４%

繰入金

６億７３２６万４千円

7．7%

寄附金

5億1千円

5．7%

県支出金

4億9366万円

5．６%

自主財源の大半を占める町税は、地方財政計画の見込みや企業実績等を考慮し、前年度と
比べて増額となりました。
また、町の様々な対策事業の財源になる町債は、前年度と比べて減額となりました。

（令和３年度の町債残高の見込み：８８億１１８０万円）

一般会計
歳入
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後期高齢者後期高齢者
医療制度医療制度

　75 歳以上又は
65 歳以上で一定の
障がいを持つ高齢
者が加入する公的
医療保険制度

（歳出の総額）
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 国民健康保険特別会計 
　予 算 総 額　２１億４３７３万円
・対前年度比　　５７４０万２千円の増額
・主な財源　　　国民健康保険税、県支出金、町繰入金　等
・主な使い道　　国民健康保険加入者への療養費等給付、健康診査等の保健事業

 後期高齢者医療特別会計 
　予 算 総 額　２億３７９１万７千円
・対前年度比　　１１８１万円の増額
・主な財源　　　後期高齢者医療保険料、町繰入金　等
・主な使い道　　静岡県後期高齢者医療広域連合への納付金

 介護保険特別会計
　予 算 総 額　２２億４０９１万円
・対前年度比　　４２１３万７千円の増額
・主な財源　　　介護保険料、　国・県支出金、町繰入金　等
・主な使い道　　介護サービス費の給付

森町には、７７つの特別会計と２２つの企業会計があります。
特定の収入や支出を一般会計と切り離して、独立して行われる会計を指します。
令和４年度一般会計予算とともに、各会計の概要を掲載します。

特別会計・企業会計  



 病院事業会計
　予 算 総 額　３５億９８８６万２千円
・対前年度比　　３５９１万５千円の増額
・主な財源　　　病院事業収益、町出資金　等
・主な使い道　　病院を運営する費用

 水道事業会計
　予 算 総 額　８億５５８３万円
・対前年度比　　２億６３８７万４千円の増額
・主な財源　　　水道料金、企業債、町出資金　等
・主な使い道　　水道施設の増改築、水道管の布設替工事、
　　　　　　　  水道施設の維持管理費用、遠州水道から水を購入する費用

 簡易水道事業特別会計
大久保簡易水道事業会計　　予 算 総 額　　　１３１万９千円
　
三倉簡易水道事業会計　　　予 算 総 額　　　１１９万６千円
　　
大河内簡易水道事業会計　　予 算 総 額　　　　１９万１千円

 公共下水道事業特別会計
　予 算 総 額　７億８５３４万１千円
・対前年度比　　１億４３７８万円の増額
・主な財源　　　国支出金、町繰入金、町債、下水道使用料　等
・主な使い道　　下水道管の築造工事事業、浄化センターの維持管理、
　　　　　　　　借入金の返済

（歳出の総額）

（歳出の総額）
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改修を行う森町図書館天井
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Ｄ
Ｘ
推
進

Ｄ
Ｘ
推
進

・
Ｄ
Ｘ
推
進
業
務
委
託
料

（
７
８
２
万
８
千
円
）

業
務
委
託
の
目
的
は
。

民
間
の
専
門
家
に
委
託

し
、庁
内
の
Ｄ
Ｘ
推
進
に
向

け
て
計
画
の
作
成
支
援
を
し

て
い
た
だ
く
。

森
町
名
誉
町
民
条
例

森
町
名
誉
町
民
条
例

選
考
の
手
順
は
。

選
考
委
員
会
に
諮
問
し
、

答
申
を
得
る
。そ
の
後
、議
会

の
同
意
を
得
て
決
定
す
る
。

候
補
者
は
ご
存
命
の
方

に
限
る
の
か
。

現
在
は
そ
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
。

令
和
４
年
度
に
候
補
と

な
り
そ
う
な
方
は
い
る
か
。

ご
本
人
の
同
意
を
得
た

の
ち
、候
補
者
と
し
て
扱
っ

て
い
き
た
い
。

健
康
・
福
祉

健
康
・
福
祉

・
保
育
所
等
整
備
事
業
費
補

助
金

（
１
億
２
２
７
８
万
６
千
円
）

町
南
部
に
新
た
な
保
育

所
が
開
設
予
定
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、町
の
支
援
は
。

飯
田
地
区
に
、定
員
70
名

の
民
間
認
可
保
育
園
が
新
設

さ
れ
る
予
定
。そ
の
新
設
に

対
し
て
、町
と
し
て
補
助
金

で
支
援
し
て
い
く
。

・
保
育
所
入
所
枠
確
保
対
策

補
助
金（

３
０
２
万
４
千
円
）

補
助
金
の
内
容
は
。

令
和
４
年
度
は
３
歳
児

の
入
所
保
留
が
多
い
た
め
、

認
可
保
育
園
に
枠
を
増
や
し

て
い
た
だ
く
。そ
れ
に
対
し

て
町
が
補
助
す
る
。

条
例
及
び
令
和
４
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
は
、
第
一
・
第
二
常
任
委
員
会

に
議
案
を
付
託
し
、
３
月
９
日
か
ら
11
日
ま
で
詳
細
な
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
審
査

常
任
委
員
会
審
査
（（
抜
粋
）

抜
粋
）

第一常任委員会
総務課、防災課、企画財政課、
保健福祉課（現　福祉課、健康

こども課）、会計課、教育委員会
及び公立森町病院の所管に関する
事務を担当

定
期
予
防
接
種
負
担
金

（
３
３
５
３
万
３
千
円
）

子
宮
頸
が
ん
の
予
防
接

種
は
再
推
奨
し
て
い
く
の
か
。

厚
労
省
で
積
極
的
勧
奨

が
再
開
さ
れ
た
た
め
、町
で

も
再
開
す
る
。対
象
者
は
12

歳
か
ら
16
歳
ま
で
の
女
子
。  

 

ま
た
、勧
奨
を
中
止
し
て
い

た
期
間
に
接
種
機
会
を
逃
し

た
方
へ
の
接
種
も
進
め
る
。

教
育
教
育

・
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
事
業

（
２
６
９
万
４
千
円
）

事
業
の
詳
細
は
。

令
和
3
年
度
か
ら
旭
が

丘
中
学
校
区
に
、「
地
域
学
校

協
働
活
動
推
進
員
」を
配
置

し
た
。令
和
4
年
度
は
、森
中

学
校
区
に
も
配
置
予
定
。

　

業
務
内
容
は
、草
刈
り
等

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
歴
史
の

授
業
な
ど
で
協
力
い
た
だ
け

る
地
域
の
方
の
手
配
な
ど
、

学
校
と
地
域
を
つ
な
ぐ
活
動

を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

・
図
書
館
吊
り
天
井
耐
震
補

強
工
事（

２
６
５
２
万
８
千
円
）

ど
の
よ
う
な
工
事
を
行

う
の
か
。

森
町
図
書
館
の
天
井
を
、

吊
り
ボ
ル
ト
と
天
井
の
継
目

を
ワ
イ
ヤ
ー
で
繋
い
で
、安

全
性
を
保
つ
工
事
を
行
う
。　
　
　

　

ま
た
、吸
音
性
が
高
く
軽

い
ボ
ー
ド
の
張
替
え
も
行
う
。

閉
館
中
に
移
動
図
書
館

等
を
し
て
は
ど
う
か
。

工
事
期
間
中
は
安
全
を

考
え
て
閉
館
と
し
、貸
出
等

は
予
定
し
て
い
な
い
が
、実

施
可
能
な
サ
ー
ビ
ス
を
検
討

す
る
。



改良を行う郵便局前交差点

空
き
家
利
活
用
推
進

空
き
家
利
活
用
推
進

・
空
き
家
等
利
活
用
促
進
支

援
補
助
金

（
４
０
０
万
円
）

昨
年
度
と
の
運
用
の
変

更
点
は
何
か
。

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録

し
た
く
て
も
、リ
フ
ォ
ー
ム

し
な
い
と
登
録
で
き
な
い
方

の
後
押
し
と
な
る
よ
う
、リ

フ
ォ
ー
ム
補
助
金
を
追
加
し

た
。

　

ま
た
、空
き
家
バ
ン
ク
の

活
性
化
の
た
め
、令
和
４
年

度
か
ら
登
録
要
件
を
緩
和
す

る
方
向
で
考
え
て
い
る
。居

住
す
る
方
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ

う
な
使
い
方
が
で
き
る
よ
う
、

対
象
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

企
業
誘
致

企
業
誘
致

・
開
発
可
能
性
調
査
業
務
委
託
料

　

中
川
下
工
業
専
用
地
域

（
９
４
６
万
円
）

　

森
掛
川
Ｉ
Ｃ
周
辺
地
区

（
１
５
２
１
万
３
千
円
）

両
調
査
の
内
容
は
。

企
業
誘
致
の
整
備
の
可

能
性
を
調
査
す
る
も
の
で
あ

る
。

　

中
川
下
工
業
専
用
地
域
に

つ
い
て
は
、北
側
農
地
の
活

用
等
も
含
め
た
調
査
を
行
う
。

　

森
掛
川
Ｉ
Ｃ
周
辺
地
区
に

つ
い
て
は
、地
質
調
査
等
を

実
施
し
て
調
査
を
行
う
。

・
上
水
道
事
業
会
計
繰
出
金

（
２
０
７
０
万
円
）

こ
の
繰
出
金
は
、企
業
進

出
の
可
能
性
を
見
越
し
た
上

で
の
繰
出
か
。

掛
川
天
竜
線
沿
い
の
拠

点
防
災
倉
庫
周
辺
に
企
業
進

出
を
促
す
意
味
で
の
先
行
投

資
で
あ
り
、上
水
道
を
布
設

す
る
工
事
に
対
す
る
繰
出
金

で
あ
る
。

下
水
道
整
備

下
水
道
整
備

・
下
水
道
全
体
計
画
変
更
業

務
委
託
料（

４
７
１
万
６
千
円
）

計
画
変
更
の
内
容
は
。

総
合
的
に
検
討
し
た
結

果
、太
田
川
左
岸
側
及
び
円

田
の
一
部
を
下
水
道
に
よ
る

集
合
処
理
か
ら
浄
化
槽
に
よ

る
個
別
処
理
に
変
更
す
る
。

・
下
水
道
管
渠
築
造
工
事

（
３
億
６
３
６
０
万
円
）

実
施
地
域
は
ど
こ
か
。

令
和
４
年
度
は
、
川
久

保
・
川
向
・
赤
松
地
区
で
実

施
す
る
。

・
下
水
道
管
渠
築
造
工
事
補
償
金

（
１
億
２
４
６
４
万
７
千
円
）

補
償
の
内
容
は
。

下
水
道
工
事
で
支
障
と

な
る
上
水
道
管
の
移
設
や
、

仮
設
工
事
の
費
用
を
補
償
す

る
も
の
で
あ
る
。

道
路
整
備

道
路
整
備

・
新
田
赤
松
線
の
整
備
促
進

（
２
億
３
６
５
９
万
７
千
円
）

改
築
工
事
の
全
体
費
用

の
見
込
み
は
。

約
15
億
円
程
度
を
見
込

ん
で
い
る
。ま
た
、全
体
の
延

長
は
、８
３
０
メ
ー
ト
ル
と

見
込
ん
で
い
る
。そ
の
中
の

一
部
を
、令
和
４
年
度
で
計

上
し
て
い
る
。

・
町
道
駅
前
下
宿
線
改
良
事
業

（
１
５
０
０
万
円
）

郵
便
局
前
交
差
点
に
右

折
帯
は
設
け
な
い
の
か
。

右
折
帯
の
設
置
は
考
え

て
い
な
い
。本
工
事
は
、歩
行

者
や
車
両
の
安
全
確
保
を
目

的
と
し
た
も
の
で
あ
り
、視

野
の
確
保
の
た
め
に
建
物
解

体
と
道
路
線
形
の
改
良
を
行

う
。

第二常任委員会

税務課、住民生活課、産業課、
建設課、定住推進課及び上下水道課の
所管に関する事務を担当
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年
齢
制
限
に
つ
い
て
見
直
す

考
え
は
あ
る
か
。

本
改
正
で
例
外
規
定
を
設
け

た
が
、今
の
と
こ
ろ
大
幅
な
見
直

し
は
考
え
て
い
な
い
。

団
員
減
少
に
対
す
る
対
策
は

ど
う
か
。ま
た
、女
性
消
防
団
員

の
入
団
は
考
え
て
い
る
か
。

定
数
不
足
を
補
う
た
め
、消
防

車
両
等
の
性
能
を
向
上
さ
せ
、少

人
数
で
も
効
果
の
高
い
設
備
を
整

え
て
い
く
こ
と
に
努
め
て
い
る
。

　

女
性
消
防
団
員
に
つ
い
て
は
、

特
性
を
活
か
し
た
活
動
が
あ
る
一

方
で
、様
々
な
面
で
制
限
が
加
わ

る
こ
と
も
あ
る
。そ
の
点
を
考
慮

し
な
が
ら
、今
後
検
討
し
て
い
く
。

①
改
正
の
目
的

①
改
正
の
目
的

　
消
防
団
員
数
の
減
少
に
よ
る
地
域
防

災
力
の
低
下
を
防
ぐ
た
め
、
消
防
団
員

の
処
遇
改
善
と
し
て
、
階
級
に
応
じ
た

団
員
報
酬
額
等
を
改
正
す
る
。

②②
主
な
改
正
内
容

主
な
改
正
内
容

・
居
住
条
件

　
町
に
居
住
し
て
い
る
者
以
外
で
も
、

団
員
と
し
て
の
資
格
を
有
す
る
も
の
と

す
る
。

・
団
員
報
酬
年
額
等
の
増
額

副
分
団
長　
４
万
５
５
０
０
円
に
増
額

部　
　
長　
３
万
７
０
０
０
円
に
増
額

副  

部 

長　
３
万
７
０
０
０
円
に
増
額

班　
　
長　
３
万
７
０
０
０
円
に
増
額

団　
　
員　
３
万
６
５
０
０
円
に
増
額　
　

③③
施
行
日

施
行
日

・
令
和
４
年
３
月
29
日

主
な
質
疑
内
容

主
な
質
疑
内
容

主
な
改
正
内
容

主
な
改
正
内
容

地
域
防
災
の
要
で
あ
る
森
町
消
防
団
に
関
す
る
手
当
や
条
件
等
を
改
正
し
た
も
の

消
防
団
の
処
遇
改
善
を
図
る
条
例
改
正

消
防
団
の
処
遇
改
善
を
図
る
条
例
改
正

＼Pickup ／

   ②  

もりまち議会だより 10

条
例
前
文
に
業
種
が
示
さ
れ

て
い
る
。町
に
は
多
種
多
様
な
企

業
が
あ
る
が
、な
ぜ
こ
の
記
載
に

し
た
の
か
。

条
例
前
文
は
、町
の
業
態
の
特

徴
を
示
し
た
。森
町
は
、他
市
町

に
比
べ
て
そ
の
業
種
に
関
わ
る
企

業
が
多
く
、特
徴
と
し
て
そ
の
よ

う
な
表
現
と
し
た
。

①
制
定
の
目
的

①
制
定
の
目
的

　
町
内
に
存
在
す
る
中
小
企
業
・
小
規

模
企
業
は
、
多
様
な
事
業
活
動
を
通
じ

て
地
域
社
会
の
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
が
、
近
年
の
様
々
な
要
因
に
よ

り
、
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

　
今
回
、
よ
り
一
層
の
中
小
企
業
・
小

規
模
企
業
の
振
興
に
つ
な
げ
る
た
め
、

振
興
に
関
す
る
基
本
的
事
項
を
明
文
化

す
る
条
例
を
制
定
す
る
。

②②
主
な
制
定
内
容

主
な
制
定
内
容

・
町
の
責
務

・
基
本
方
針

・
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
の
努
力

・
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
支
援
団
体　

　
の
役
割

・
金
融
機
関
の
役
割

・
大
企
業
者
の
役
割

・
町
民
の
理
解
及
び
協
力

③③
施
行
日

施
行
日

・
令
和
４
年
３
月
29
日

主
な
質
疑
内
容

主
な
質
疑
内
容

主
な
内
容

主
な
内
容

新
た
に
「
森
町
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振
興
基
本
条
例
」
を
制
定

中
小
企
業
等
を
支
援
す
る
町
の
姿
勢
を
明
文
化

中
小
企
業
等
を
支
援
す
る
町
の
姿
勢
を
明
文
化

＼Pickup ／

   ①  

３月定例会その他議案３月定例会その他議案

森町議会も中小企業・小規模企業の
皆さんを応援します！



ア
ク
テ
ィ
森
の
補
助
金
に
比

べ
て
、創
業
・
事
業
承
継
補
助
金

が
少
な
い
。も
っ
と
手
厚
く
で
き

な
い
か
。

ア
ク
テ
ィ
森
は
町
唯
一
の
観

光
施
設
で
あ
り
、老
朽
化
対
策
の

実
施
や
、様
々
な
取
組
を
行
う
必

要
が
あ
る
た
め
、町
と
し
て
補
助

を
行
う
。

　

創
業
・
事
業
承
継
補
助
事
業
に

つ
い
て
は
、主
体
が
森
町
商
工
会

で
あ
り
、補
助
金
額
は
相
談
実
績

等
に
基
づ
く
商
工
会
の
提
案
に
よ

り
決
定
し
た
。

　

町
と
し
て
は
、今
回
の
事
業
の

状
況
を
見
て
、今
後
ど
の
よ
う
な

支
援
を
し
て
い
け
る
か
検
討
し
て

い
き
た
い
。

①
森
町
体
験
の
里
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
事
業
継

①
森
町
体
験
の
里
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
事
業
継

続
補
助
金

続
補
助
金

(

１
３
０
０
万
円)

　
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
誘
客

事
業
に
対
す
る
補
助
金

②
森
町
中
小
企
業
等
創
業
・
事
業
承
継

②
森
町
中
小
企
業
等
創
業
・
事
業
承
継

支
援
事
業
補
助
金

支
援
事
業
補
助
金

(

９
９
０
万
円)

　
森
町
商
工
会
が
行
う
事
業
へ
の
補
助

金
で
、
事
業
承
継
又
は
創
業
を
目
指
す

者
等
が
行
う
取
組
に
対
し
て
補
助
す
る
。

③
避
難
所
停
電
時
電
源
切
替
シ
ス
テ
ム

③
避
難
所
停
電
時
電
源
切
替
シ
ス
テ
ム

設
置
工
事

設
置
工
事

(

３
０
７
７
万
３
千
円)

　
停
電
時
で
も
非
常
用
電
源
か
ら
施
設

へ
給
電
で
き
る
よ
う
、
町
指
定
避
難
所

15
施
設
の
シ
ス
テ
ム
を
整
備
す
る
。

④
学
校
教
育
に
係
る
消
耗
品
費

④
学
校
教
育
に
係
る
消
耗
品
費

(
３
６
４
６
万
５
千
円)

　
町
内
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
用
学
習

机
と
椅
子
を
抗
ウ
イ
ル
ス
仕
様
の
も
の

に
整
備
す
る
た
め
の
費
用
（
天
板
等
の

素
材
に
は
森
町
産
木
材
を
使
用
）

主
な
質
疑
内
容

主
な
質
疑
内
容

主
な
補
正
内
容

主
な
補
正
内
容

１
億
９
９
７
１
万
９
千
円

１
億
９
９
７
１
万
９
千
円
を
追
加
し
、

令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算
総
額
を
８
９
億
７
５
７
１
万
９
千
円
と
す
る

国
の
交
付
金
を
活
用
し
た
事
業
を

国
の
交
付
金
を
活
用
し
た
事
業
を

実
施
す
る
た
め
の
令
和
４
年
度
補
正
予
算
（
第
１

実
施
す
る
た
め
の
令
和
４
年
度
補
正
予
算
（
第
１
号
）
号
）

＼Pickup ／

   ④  

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
任
期

途
中
の
退
任
な
ど
が
発
生
し
て
い

る
が
、採
用
方
法
に
問
題
は
な
い

か
。自

治
体
と
隊
員
の
間
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
が
途
中
退
任
の
原
因
と
反

省
し
た
。改
善
策
と
し
て
、活
動

内
容
等
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
、

採
用
面
接
前
に
２
泊
３
日
の
お
試

し
体
験
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

新
田
赤
松
線
の
経
費
が
次
年

度
に
繰
越
と
な
っ
て
い
る
が
、経

緯
と
今
後
の
予
定
は
。

令
和
３
年
度
の
事
業
計
画
区

間
内
の
地
権
者
の
意
向
確
認
や
調

整
に
時
間
を
要
し
た
た
め
、繰
越

と
な
っ
た
。

　

現
在
は
、該
当
す
る
地
権
者
と

全
て
交
渉
が
完
了
。５
月
末
ま
で

に
は
予
定
区
間
の
工
事
を
完
了
さ

せ
た
い
。

①
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
積
立
金

①
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
積
立
金

(

１
億
９
５
０
０
万
円)

　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
見
込
額
増

加
に
伴
う
積
立
金
の
増
額

②
河
川
維
持
改
修
費

②
河
川
維
持
改
修
費（

１
９
７
８
万
円
）

　
普
通
河
川
白し
ら
ひ
げ
ざ
わ

髭
沢
川
（
三
倉
）
ほ
か

２
河
川
の
浚
し
ゅ
ん
せ
つ渫

工
事
費
及
び
準
用
河
川

小こ
が
わ川

（
一
宮
）
の
改
修
事
業
費

③
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
事
業

③
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
事
業

（
△
４
３
０
万
円
）

　
当
初
は
３
人
体
制
を
見
込
ん
で
い
た

が
、
実
績
が
２
人
体
制
だ
っ
た
た
め
減

額
す
る
。

④
保
育
士
等
処
遇
改
善
臨
時
特
例
事
業
補
助
金

④
保
育
士
等
処
遇
改
善
臨
時
特
例
事
業
補
助
金

（
１
４
９
万
３
千
円
）

　
保
育
所
等
が
実
施
す
る
保
育
士
等
の

賃
金
改
善
に
対
し
て
補
助
す
る
。

他　
令
和
３
年
度
中
に
事
業
完
了
が
見

込
め
な
か
っ
た
事
業
費
の
繰
越

主
な
質
疑
内
容

主
な
質
疑
内
容

主
な
補
正
内
容

主
な
補
正
内
容

６
億
５
２
５
４
万
４
千
円

６
億
５
２
５
４
万
４
千
円
を
追
加
し
、

令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算
総
額
を
１
０
２
億
２
６
７
１
万
９
千
円
と
す
る

令
和
３
年
度
中
に
速
や
か
に
事
業
執
行
す
る
た
め
の

令
和
３
年
度
中
に
速
や
か
に
事
業
執
行
す
る
た
め
の

令
和
３
年
度
補
正
予
算
（
第

令
和
３
年
度
補
正
予
算
（
第
1414
号
）
号
）

＼Pickup ／

   ③  

３月定例会その他議案３月定例会その他議案
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主
な
補
正
内
容

主
な
補
正
内
容

陳　
　
情

決　
　
議

人　
　
事

もりまち議会だより 12

①①
住
民
税
非
課
税
世
帯
等

住
民
税
非
課
税
世
帯
等

臨
時
特
別
給
付
金
事
業

臨
時
特
別
給
付
金
事
業

（
１
億
７
４
１
１
万
６
千
円
）

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
と
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
と
同
様

の
事
情
が
あ
る
と
認
め
た
世

帯
に
対
し
、
１
世
帯
当
た
り

10
万
円
を
給
付
す
る
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
事
業

ク
チ
ン
接
種
事
業

（
５
５
０
万
円
）

　

重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
65

歳
以
上
の
方
等
の
３
回
目
接

種
を
早
期
に
実
施
す
る
た
め

の
経
費 ２　　 月２　　 月

臨 時 会臨 時 会

３月定例会その他議案・２月臨時会概要３月定例会その他議案・２月臨時会概要

森
町
議
会
は
、
２
月
臨
時
会

を
２
月
３
日
の
会
期
一
日
間

で
開
催
し
ま
し
た
。
提
案
さ

れ
た
１
議
案
を
審
議
し
、
全全

会
一
致
で
可
決

会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

陳
情
名

陳
情
名

森
町
立
幼
稚
園
の
朝
の
預
か

り
保
育
の
実
施
に
関
す
る
陳

情陳
情
事
項

陳
情
事
項

・
森
町
立
幼
稚
園
の
午
前
７
時

30
分
か
ら
の
預
か
り
保
育
の

実
施

・
森
町
立
幼
稚
園
の
朝
の
預
か

り
保
育
を
行
う
職
員
の
配
置

採
択
結
果

採
択
結
果

　
み
な
し
採
択

※
み
な
し
採
択
と
は

※
み
な
し
採
択
と
は

同
一
会
期
中
に
提
出
さ
れ
た
陳
情

と
同
趣
旨
の
議
案
が
可
決
さ
れ
た

場
合
に
、
採
決
し
た
も
の
と
み
な

す
こ
と
を
指
し
ま
す
。

く
抗
議
し
、
直
ち
に
撤
回
を

求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

本
町
議
会
は
、
ロ
シ
ア
連

邦
に
対
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ

の
軍
事
侵
攻
に
つ
い
て
強
く

抗
議
す
る
と
と
も
に
、
ロ
シ

ア
連
邦
が
直
ち
に
戦
闘
を
中

止
し
、
軍
を
撤
退
す
る
よ
う

求
め
る
。

※
決
議
と
は

※
決
議
と
は

議
会
が
行
う
事
実
上
の
意
思
形
成

行
為
で
、
議
会
の
意
思
を
対
外
的

に
表
明
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
議

会
の
議
決
を
指
し
ま
す
。
意
見
書

と
同
じ
よ
う
に
議
員
が
発
案
し
て

本
会
議
に
諮
り
ま
す
が
、
決
議
は

法
的
な
根
拠
は
あ
り
ま
せ
ん
。

決
議
名

決
議
名

ロ
シ
ア
連
邦
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
に
抗
議

す
る
決
議

審
議
結
果

審
議
結
果

　
原
案
可
決

決
議
内
容　

決
議
内
容　

  
（
一
部
抜
粋
）

（
一
部
抜
粋
）

　

ロ
シ
ア
連
邦
に
よ
る
軍
事

侵
攻
は
、
明
ら
か
に
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
主
権
及
び
領
土
の
一

体
性
を
侵
害
し
、
武
力
の
行

使
を
禁
ず
る
国
際
法
の
深
刻

な
違
反
で
あ
り
、
断
じ
て
容

認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

ま
た
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領

は
、
今
回
の
軍
事
侵
攻
に
際

し
核
兵
器
の
使
用
を
示
唆
す

る
発
言
に
よ
り
威
嚇
を
行
っ

て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
、
核

兵
器
の
不
拡
散
や
廃
絶
に
向

け
た
国
際
社
会
の
取
組
を
踏

み
に
じ
る
行
為
と
し
て
厳
し

森
町
副
町
長
の
選
任

森
町
副
町
長
の
選
任

　

３
月
31
日
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
村む

ら
ま
つ松

弘ひ
ろ
し

氏
を
再
任
す

る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

森
町
教
育
委
員
会
委
員

森
町
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命

の
任
命

　
井い

ぐ
ち口

始は
じ
め

氏
の
辞
職
に
伴
い
、

新
た
に
村む

ら
ま
つ松

昌し
ょ
う
ご吾

氏
を
任
命

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

森
町
農
業
委
員
会
委
員

森
町
農
業
委
員
会
委
員

の
任
命

の
任
命

　
３
月
31
日
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

岩い
わ
せ瀨

進し
ん
や哉

氏
、
小お

ざ
わ澤

清せ
い
い
ち市

氏
、

佐さ
の野

敦あ
つ
こ子

氏
、
清し

み
ず水

辰た
つ
の
り範

氏
、

菅す
が
ぬ
ま沼

里さ
と
し之

氏
、
杉す

ぎ
も
と本

祐ゆ
み
よ

美
世
氏
、

鈴す
ず
き木

剣つ
る
ぎ

氏
、
竹た

け
う
ち内

靖や
す
よ代

氏
、

富と
み
た田

規き
よ
み

与
美
氏
、
中な

か
む
ら村

繁し
げ
じ治

氏
、

船ふ
な
ぎ木

等ひ
と
し

氏
、
森も

り
し
た下

光み
つ
ひ
ろ宏

氏
を

任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま

し
た
。

質疑の様子は
こちらから



件                        名 議決結果 議決日 内　　　　　容

議案第 2 号
専決処分の報告承認を求めることについて（令和３
年度森町一般会計補正予算（第１３号））

承　認 3月1日
小児に対するワクチン接種を前倒しして実
施するための経費

議案第 3 号 森町副町長の選任について 同　意 3月1日 任期満了に伴い村松弘氏を選任

議案第 4 号 森町教育委員会委員の任命について 同　意 3月1日 任期満了に伴い村松昌吾氏を選任

議案第 5 号 森町名誉町民条例について 原案可決 3月24日
対象者に名誉町民の称号を贈り、顕彰する
ために新たに条例を制定

議案第 6 号
森町個人情報の保護に関する条例の一部を改正する
条例について

原案可決 3月24日 引用法令の名称変更等に伴う条例改正

議案第 7 号
職員の職務の宣誓に関する条例の一部を改正する条
例について

原案可決 3月24日 書式の押印を廃止する等の条例改正

議案第 8 号
森町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正す
る条例について

原案可決 3月24日
非常勤職員の育児休業に関する要件を変更
する等の条例改正

議案第 9 号
森町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する
条例の一部を改正する条例について

原案可決 3月24日
令和３年人事院勧告を受けた国の動向を踏
まえた期末手当減額の条例改正

議案第 10 号
森町特別職の職員で常勤のものの給料等に関する条
例の一部を改正する条例について

原案可決 3月24日 〃

議案第 11 号
森町教育委員会教育長の給与及び勤務時間等に関す
る条例の一部を改正する条例について

原案可決 3月24日 〃

議案第 12 号
一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例について

原案可決 3月24日 〃

議案第 13 号
第１号会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用
弁償に関する条例の一部を改正する条例について

原案可決 3月24日 〃

議案第 14 号
第２号会計年度任用職員の給与に関する条例の一部
を改正する条例について

原案可決 3月24日
医療職の処遇改善のために上限号級の引き
上げを行う条例改正

議案第 15 号 森町消防団条例の一部を改正する条例について 原案可決 3月24日
階級に応じた団員報酬額の変更等を行う条
例改正

議案第 16 号
森町固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する
条例について

原案可決 3月24日 書式の押印を廃止する等の条例改正

議案第 17 号
森町国民健康保険税条例の一部を改正する条例につ
いて

原案可決 3月24日
県の運用方針に基づく変更や根拠法令の改
正に基づく変更等を行う条例改正

議案第 18 号 森町中小企業・小規模企業振興基本条例について 原案可決 3月24日
中小企業等の振興に関する基本的事項を明
文化するために新たに条例を制定

議案第 19 号
森町火入れに関する条例の一部を改正する条例につ
いて

原案可決 3月24日 書式の押印を廃止する等の条例改正

議案第 20 号 令和３年度森町一般会計補正予算（第１４号） 原案可決 3月7日
各種事業の進捗状況により令和４年度に繰
越を行う等の補正予算

議案第 21 号
令和３年度森町国民健康保険特別会計補正予算（第
３号）

原案可決 3月7日
令和２年度の実績に基づく精算に伴う補助
金の超過交付分を返還する補正予算

議案第 22 号
令和３年度森町介護保険特別会計補正予算（第３
号）

原案可決 3月7日
令和２年度の実績に基づく精算に伴う補助
金の超過交付分を返還する補正予算

議案第 23 号
令和３年度森町公共下水道事業特別会計補正予算
（第３号）

原案可決 3月7日
令和３年度内に完了が見込めない事業を繰
り越すための補正予算

議案第 24 号 令和３年度森町病院事業会計補正予算（第４号） 原案可決 3月7日
コロナウイルス患者の病床確保等支援に対
する国・県補助金を計上する補正予算

議案第 25 号
静岡県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の
数の減少及び規約の変更について

原案可決 3月1日
養護老人ホームとよおか管理組合の解散に
伴う規約改正

議案第 26 号
森町農業委員会委員の４分の１以上を認定農業者等
とすることについて

同　意 3月1日
関係法令に基づき、農業委員会委員の４分
の１以上を認定農業者等とする

議案第 27 号 森町農業委員会委員の任命について 同　意 3月1日
任期満了に伴い、地区・地域等からの推薦
者や公募により応募された方等を選任

議案第 28 号 令和４年度森町一般会計予算 原案可決 3月24日 予算規模　８７億７６００万円

議案第 29 号 令和４年度森町国民健康保険特別会計予算 原案可決 3月24日 予算規模　２１億４３７３万円

議案第 30 号 令和４年度森町後期高齢者医療特別会計予算 原案可決 3月24日 予算規模　２億３７９１万７千円

議案第 31 号 令和４年度森町介護保険特別会計予算 原案可決 3月24日 予算規模　２２億４０９１万円

議案第 32 号 令和４年度森町公共下水道事業特別会計予算 原案可決 3月24日 予算規模　７億８５３４万１千円

議案第 33 号 令和４年度森町大久保簡易水道事業特別会計予算 原案可決 3月24日 予算規模　１３１万９千円

議案第 34 号 令和４年度森町三倉簡易水道事業特別会計予算 原案可決 3月24日 予算規模　１１９万６千円

議案第 35 号 令和４年度森町大河内簡易水道事業特別会計予算 原案可決 3月24日 予算規模　１９万１千円

議案第 36 号 令和４年度森町水道事業会計予算 原案可決 3月24日 予算規模　８億５５８３万円（支出総額）

議案第 37 号 令和４年度森町病院事業会計予算 原案可決 3月24日
予算規模　３５億９８８６万２千円（支出
総額）

議案第 38 号 令和３年度森町一般会計補正予算（第１５号） 原案可決 3月24日
寄附金による図書購入費用等を計上する補
正予算

議案第 39 号 令和４年度森町一般会計補正予算（第１号） 原案可決 3月24日
国の補正予算で追加された交付金を活用
し、事業を行う費用等を計上する補正予算

発議第 1 号
ロシア連邦によるウクライナへの軍事侵攻に抗議す
る決議について

原案可決 3月22日
ロシア連邦によるウクライナへの軍事侵攻
に抗議する決議を可決

発議第 2 号 森町議会委員会条例の一部を改正する条例について 原案可決 3月24日 書式の押印を廃止する条例改正

陳情第 1 号 森町立幼稚園の朝の預かり保育の実施に関する陳情 みなし採択 3月24日
森町立幼稚園の朝の預かり保育の実施に関
する陳情をみなし採択

議案番号

▶12ページに掲載

▶12ページに掲載

▶８ページに掲載

▶10ページに掲載

▶10ページに掲載

▶11ページに掲載

▶12ページに掲載

▶ 4・5ページに掲載

▶６ページに掲載

▶６ページに掲載

▶６ページに掲載

▶７ページに掲載

▶７ページに掲載

▶７ページに掲載

▶７ページに掲載

▶７ページに掲載

▶７ページに掲載

▶11ページに掲載

▶12ページに掲載

▶12ページに掲載
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町政の考えを問う

一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問
一般質問とは、町議会議員が町政全般について、町長や執行機関に
質問することをいいます。
３月定例会においては、全議員12 人中　　人の議員が一般質問を
行いました。
質問と答弁の要約した内容を質問順に掲載します。

清 水 健 一 議 員
●町の災害事業継続計画（BCP）について
●男女共同参画について
●通学路の交通安全対策継続について

川 岸 和 花 子 議 員 ●森町の子育て環境について

岡 戸 章 夫 議 員
●開発可能性調査について
●町長と語る会での意見は

３

森町議会の YouTube では、本会議の質疑だけではなく、
一般質問の様子も公開しています。
データが議員ごとに分かれていますので、見たい一般質問
が探しやすくなっています。
本会議に来られた方も、来られなかった方も、ぜひ一度
ご覧ください。



森
町
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
基
に
し
た
訓

練
・
点
検
・
見
直
し
は
実
施

し
て
い
る
か
。

水
害
や
地
震
等
を
想
定
し
た

災
害
対
策
本
部
の
運
営
を
、

年
3
回
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
期
間

を
定
め
て
各
課
に
お
い
て
地
域
防
災
計

画
の
確
認
や
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
見
直
し
、
機

材
の
点
検
等
を
実
施
し
て
お
り
、
実
効

性
は
確
保
で
き
て
い
る
。

過
去
の
災
害
を
教
訓
に
、
具

体
的
な
準
備
が
で
き
て
い
る

か
。

県
の
第
4
次
被
害
想
定
を
基

に
、
地
域
防
災
計
画
を
策
定

し
て
い
る
。
ま
た
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
を
想
定
し
、
具
体
的
事
例
を
踏
ま

え
た
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。

災
害
時
の
通
信
手
段
は
確
保

で
き
て
い
る
か
。

県
へ
の
伝
達
手
段
は
、
防
災

情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
を
使
用

し
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
し
て
、
衛
星
電

話
や
一
般
回
線
を
利
用
す
る
。
ま
た
、

行
政
無
線
を
消
防
団
車
両
や
避
難
所
等

へ
１
４
６
台
を
配
置
し
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

男
女
共
同
参
画
の
方
向
性
は

男
女
共
同
参
画
の
方
向
性
は

男
女
共
同
参
画
社
会
の
今
後

の
進
め
方
は
ど
う
か
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

の
た
め
、
基
本
目
標
を
4
つ

（
教
育
・
職
場
・
家
庭
・
地
域
）
定
め

て
い
る
。
平
成
28
年
度
か
ら
10
年
間
を

計
画
期
間
と
し
、「
森
町
男
女
共
同
参

画
推
進
委
員
会
」
を
設
置
し
て
、
検
証

と
確
認
を
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
推
進
委
員
の
意
見
や
指
導

内
容
を
参
考
に
一
層
踏
み
込
ん
で
取
り

組
み
、
次
期
計
画
策
定
に
向
け
て
準
備

を
進
め
る
。社

会
状
況
の
変
化
と
と
も
に

性
別
の
自
由
が
う
た
わ
れ
て

い
る
が
、
町
の
取
組
は
ど
う
か
。

令
和
３
年
12
月
に
、
浜
松
Ｔ

Ｇ
研
究
会
代
表
鈴
木
げ
ん
氏

を
招
き
、
人
権
講
演
会
を
開
催
し
た
。

　
ま
た
、
小
中
学
校
で
も
人
権
教
育
と

し
て
、
多
様
な
性
へ
の
理
解
を
深
め
る

学
習
を
実
施
し
た
。

　
今
後
は
、
町
民
の
声
を
傾
聴
し
な
が

ら
、
適
切
な
対
応
を
考
え
て
い
き
た
い
。

職
場
や
教
育
現
場
に
お
い
て
、

多
様
な
性
に
寄
り
添
う
こ
と

が
で
き
る
人
材
（
ア
ラ
イ
）
の
育
成
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

相
談
シ
ス
テ
ム
や
ア
ラ
イ
は

将
来
必
要
と
考
え
る
が
、
ま

ず
は
丁
寧
に
関
わ
り
な
が
ら
生
活
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

通
学
路
の
安
全
性
は

通
学
路
の
安
全
性
は

通
学
路
の
安
全
対
策
は
継
続

し
て
行
わ
れ
て
い
る
か
。

県
と
町
で
は
通
学
路
交
通
安

全
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
て

お
り
、
町
は
そ
れ
に
基
づ
い
て
点
検
と

対
策
を
随
時
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
新
た
に
未
就
学
児
等
を
対
象

に
加
え
た
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策

定
し
、
交
通
安
全
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

＊
ア
ラ
イ
と
は
…

ア
ラ
イ
（
ａ
ｌ
ｌ
ｙ
）
は
、「
味
方
」
を
意

味
す
る
単
語
で
す
。

そ
こ
か
ら
転
じ
て
、「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
を
理
解
・

支
援
す
る
人
」
を
指
す
用
語
と
な
っ
て
い
ま

す
。

一般質問の映像

　

大
災
害
を
想
定
し
た
実
効
性
は
確
保
で
き
て
い
る

　

大
災
害
を
想
定
し
た
実
効
性
は
確
保
で
き
て
い
る

答答 　　
町
の
災
害
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の
実
効
性
は

町
の
災
害
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の
実
効
性
は

問問

清 水 健 一

町政の考えを問う
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町政の考えを問う

川 岸 和 花 子

一般質問の映像

　　

子
育
て
が
し
や
す
い
町
に
し
て
い
く
た
め
に
は

子
育
て
が
し
や
す
い
町
に
し
て
い
く
た
め
に
は

問問　　

待
機
児
童
を
解
消
し
、
子
育
て
・
子
育
ち
に
必
要
な
施
策
を
行
う

待
機
児
童
を
解
消
し
、
子
育
て
・
子
育
ち
に
必
要
な
施
策
を
行
う

答答

幼
稚
園
の
早
朝
預
か
り
保
育

の
陳
情
書
が
出
さ
れ
た
が
、

そ
の
対
応
は
。

朝
の
預
か
り
保
育
の
必
要
が

突
発
的
に
発
生
し
た
時
に
は
、

各
園
で
登
園
時
間
前
の
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
継
続
的
に
実
施
す
る
た
め
の
課

題
は
、
早
朝
の
支
援
員
の
確
保
で
あ
る
。

今
後
は
、
登
園
前
預
か
り
保
育
の
支
援

員
を
確
保
し
、
弾
力
的
に
対
応
し
て
い

く
。

待
機
児
童
の
解
消
対
策
は
考

え
て
い
る
か
。

令
和
5
年
4
月
を
目
途
に
、

民
間
保
育
園
の
新
設
を
目
指

し
て
い
る
。
開
設
さ
れ
れ
ば
、
待
機
児

童
は
解
消
で
き
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

待
機
児
童
を
減
ら
す
取
組
で
、

令
和
４
年
度
は
町
内
の
認
定

保
育
園
へ
の
定
員
緩
和
措
置
と
し
て
、

申
込
が
多
い
３
歳
児
の
定
員
を
増
や
す

入
所
枠
確
保
事
業
に
対
す
る
支
援
を
行

う
。

　
ま
た
、
認
可
外
保
育
園
へ
通
園
す
る

園
児
へ
の
助
成
金
の
支
給
も
引
き
続
き

実
施
す
る
。幼

稚
園
の
認
定
こ
ど
も
園
化

が
進
ま
な
か
っ
た
理
由
は
。

こ
ど
も
園
に
つ
い
て
は
検
討

を
続
け
て
は
き
た
が
、
毎
年

出
生
数
が
減
っ
て
い
る
実
情
を
踏
ま
え
、

検
討
の
過
程
の
中
で
、
幼
稚
園
・
保
育

園
の
窓
口
一
本
化
を
先
に
進
め
た
。

　
今
回
、
町
内
に
新
設
さ
れ
る
民
間
保

育
園
を
支
援
し
、
待
機
児
童
を
解
消
す

る
こ
と
を
第
一
に
考
え
て
い
る
。
そ
れ

を
踏
ま
え
、
今
後
の
こ
ど
も
園
の
あ
り

方
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
い
き
た
い
。

森
町
児
童
館
は
、
子
育
て
世

代
に
と
っ
て
有
意
義
な
施
設

で
あ
る
。
南
部
の
地
域
に
も
似
た
施
設

を
作
れ
な
い
か
。

児
童
館
の
拡
大
は
難
し
い
が
、

よ
り
児
童
館
の
事
業
に
参
加

し
や
す
く
す
る
取
組
と
し
て
、
令
和
３

年
度
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
参
加
で
き

る
よ
う
に
環
境
を
整
え
た
。
今
後
も
子

育
て
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て

い
き
た
い
。母

親
目
線
で
の
施
策
を
取
り

入
れ
る
た
め
に
は
。

新
設
さ
れ
る
健
康
子
ど
も
課

で
、子
育
て
世
代
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
子
育
て
の
情
報
発
信
を
促
進
す

る
た
め
、
子
育
て
サ
イ
ト
を
新
設
す
る
。

子育て世帯に優しい森町児童館

もりまち議会だより 16

新設「健康こども課」の
これからに期待！
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町政の考えを問う

　　
課
題
の
洗
い
出
し
と
解
決
策
の
検
証

課
題
の
洗
い
出
し
と
解
決
策
の
検
証

答答
　　
開
発
可
能
性
調
査
の
狙
い
は

開
発
可
能
性
調
査
の
狙
い
は

問問

岡 戸 章 夫

一般質問の映像

【
そ
の
他
の
質
問
】

森
町
を
語
る
会
で
の
意
見
は

森
町
を
語
る
会
で
の
意
見
は

1
月
に
行
わ
れ
た
若
い
世
代

と
の
「
森
町
を
語
る
会
」
は
、

ど
の
よ
う
な
意
見
が
出
た
か
。

コ
ロ
ナ
感
染
の
急
拡
大
で
、

集
合
開
催
か
ら
書
面
開
催
に

変
更
し
た
。
森
中
学
校
区
か
ら
10
人
、

旭
が
丘
中
学
校
区
か
ら
7
人
の
意
見
・

提
案
を
い
た
だ
い
た
。

　
内
容
は
、
幼
稚
園
で
の
早
朝
預
か
り

保
育
、
こ
ど
も
園
化
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト

体
制
、
安
心
し
て
遊
べ
る
大
き
い
公
園

の
設
置
、
企
業
誘
致
に
よ
る
働
く
場
所

の
確
保
、
町
外
就
学
生
へ
の
通
学
補
助
、

学
校
跡
地
の
活
用
な
ど
の
意
見
や
提
案

を
い
た
だ
い
た
。

調査が始まる森掛川 IC 周辺地区

性
調
査
は
、
開
発
の
意
思
が
あ
る
か
ら

こ
そ
行
う
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
相
当
の
事
業
費
を
投
じ
て

で
も
や
る
と
い
う
わ
け
で
は
無
く
、
町

の
財
政
規
模
や
リ
ス
ク
等
を
踏
ま
え
、

あ
ら
ゆ
る
条
件
を
勘
案
し
な
が
ら
決
定

し
て
い
き
た
い
。

来
年
度
事
業
で
開
発
可
能
性

調
査
が
行
わ
れ
る
が
、
数
値

化
し
開
発
の
判
断
材
料
と
す
る
の
か
。

中
川
下
工
業
専
用
地
域
は
、

土
地
所
有
者
と
の
交
渉
や
農

地
に
係
る
調
整
な
ど
課
題
が
多
く
、
企

業
誘
致
上
の
解
決
策
や
可
能
性
を
調
査

す
る
。

　
森
掛
川
Ｉ
Ｃ
周
辺
地
区
は
、
地
盤
等

の
安
全
面
、
都
市
計
画
法
や
農
地
法
等

法
令
面
の
課
題
、
財
政
面
の
負
担
等
を

調
査
に
よ
っ
て
明
確
に
し
、
工
業
用
地

と
し
て
の
開
発
可
否
の
判
断
材
料
と
す

る
。
数
値
基
準
で
な
く
、
総
合
的
に
判

断
し
て
い
き
た
い
。

森
掛
川
Ｉ
Ｃ
周
辺
だ
が
、
開

発
す
る
と
い
う
意
思
は
あ
る

か
。

地
理
的
に
優
位
で
魅
力
的
な

地
域
で
あ
り
、
今
回
の
可
能

同じく調査が始まる中川下工業専用地域



 ・政策提言とは
　…森町議会では、町政の様々な課題を解決するために、
　　町長に対して具体的な政策を提案する取組を行っています。
　　提言の内容は、令和４年２月発行の議会だよりに掲載されています。

・政策提言を提出してから評価するまでの流れ
　…政策提言提出後、町当局が提言をどのように施策に反映させたかを　
　　検証し、評価します。

・評価の基準
　…以下の表に照らし合わせて、提言ごとにランク付けを行います。

評 価 基 準 表

政政 策 提 言 検 証 評 価

３月 24 日（本会議最終日）に、議長、副議長、第一・第二常任委員会委
員長の４名で町長に政策提言検証評価を提出しました。

ランク 検　　証　　評　　価　　基　　準 評点

A 必要な取組みを着実に実施。その結果、目標達成若しくはほぼ達成 5

B 必要な取組みを着実に実施。その結果、達成に向けて具体的成果が見られる 4

C 必要な取組みを概ね実施。その結果、一定の成果が見られ始めている 3

D 必要な取組みに着手しているものの、目標達成までには、なお課題が残されている 2

E 取組みに向けた検討に着手、目標達成に向けた具体的展開が今後の課題である 1

もりまち議会だより 18



提
言
提
言
1414　　

　　
町
内
会
の
環
境
美
化
活
動

町
内
会
の
環
境
美
化
活
動

　
町
内
会
の
環
境
美
化
活
動
に
対
す
る

支
援
の
充
実
及
び
制
度
の
周
知
徹
底
と
、

持
続
可
能
な
方
法
等
を
検
討
す
る
こ
と
。

・
評
価
ラ
ン
ク　

　
各
種
制
度
の
周
知
等
に
つ
い
て
は
Ｈ

Ｐ
や
回
覧
で
実
施
し
て
お
り
、
評
価
で

き
る
。
こ
の
提
言
14
は
、
今
回
で
検
証

を
終
了
す
る
。

提
言
提
言
1515　　

　　
移
住
定
住
の
推
進

移
住
定
住
の
推
進

　
人
口
減
少
や
空
き
家
等
の
増
加
に
対

し
、
早
急
な
対
策
が
必
要
で
あ
る
。
特

に
定
住
推
進
課
の
役
割
は
重
要
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
政
策
を
展
開
す
る
よ

う
提
言
す
る
。

・
評
価
ラ
ン
ク　

　
課
の
新
設
当
初
よ
り
は
、
一
定
の
効

果
が
出
て
い
る
。ま
た
、移
住
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
の

連
携
が
取
れ
て
い
る
こ
と
も
評
価
で
き

る
。
今
後
も
課
題
解
決
に
向
け
、
さ
ら

な
る
調
査
・
研
究
を
求
め
る
。

回
数
が
少
な
く
、
ス
ピ
ー
ド
感
も
感
じ

ら
れ
な
い
。
具
体
的
な
も
の
が
未
だ
見

え
て
こ
な
い
た
め
、
今
後
に
期
待
す
る
。

提
言
７

提
言
７　　

　　
風
水
害
に
対
す
る
防
災
対
策

風
水
害
に
対
す
る
防
災
対
策

・
評
価
ラ
ン
ク　

　
必
要
な
対
応
を
進
め
て
い
る
こ
と
は

評
価
で
き
る
。
近
年
、
想
定
外
の
災
害

が
増
え
て
い
る
た
め
、
更
な
る
防
災
対

策
の
向
上
や
避
難
所
の
再
点
検
、
地
域

と
密
着
し
た
防
災
訓
練
の
推
進
等
を
期

待
す
る
。

提
言
提
言
1313　　

　　
有
害
鳥
獣
対
策

有
害
鳥
獣
対
策

　
野
生
動
物
に
対
す
る
正
し
い
対
策
を

普
及
し
、
環
境
整
備
や
補
助
金
制
度
の

見
直
し
を
推
進
す
る
こ
と
。

・
評
価
ラ
ン
ク　

　
鳥
獣
被
害
の
取
組
は
概
ね
実
施
さ
れ
、

一
定
の
成
果
は
見
ら
れ
始
め
て
お
り
、

評
価
で
き
る
。
補
助
金
の
増
額
や
被
害

獣
種
に
応
じ
た
正
し
い
対
策
・
知
識
の

普
及
に
努
め
、
引
き
続
き
十
分
な
調
査
、

研
究
を
進
め
ら
れ
た
い
。

具
体
的
な
成
果
や
企
業
誘
致
の
取
組
に

踏
み
出
し
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。

　
今
後
の
企
業
誘
致
の
方
針
を
明
確
に

し
、
小
中
学
校
跡
地
利
用
も
含
め
た
企

業
誘
致
を
よ
り
一
層
推
進
さ
れ
た
い
。

提
言
４
の
改

提
言
４
の
改　　

　　
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
導
入
促
進

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
導
入
促
進

　
公
共
交
通
制
度
に
お
け
る
高
齢
者
及

び
交
通
弱
者
へ
の
対
策
と
し
て
、
乗
合

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
と
同
様
の
制
度
の

早
期
導
入
を
提
言
す
る
。

・
評
価
ラ
ン
ク　

　
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
調
査
の
実

施
や
先
進
事
例
の
視
察
な
ど
、
前
向
き

に
検
討
し
て
い
る
こ
と
は
評
価
で
き
る
。

し
か
し
、
課
題
解
決
の
期
限
が
不
透
明

な
部
分
が
あ
る
た
め
、
今
後
に
期
待
す

る
。提

言
６
の
改

提
言
６
の
改　　

　　
学
校
・
工
場
跡
地
利
用

学
校
・
工
場
跡
地
利
用

・
評
価
ラ
ン
ク

　
令
和
４
年
秋
ま
で
に
活
用
方
針
を
示

す
点
は
評
価
す
る
が
、
検
討
委
員
会
の

提
言
１
の
改

提
言
１
の
改　　

　　
認
定
こ
ど
も
園
の
推
進

認
定
こ
ど
も
園
の
推
進

　
幼
稚
園
の
需
要
が
減
少
し
、
保
育

園
の
需
要
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
特
に
南
部
地
域
に
あ
る
公
立
幼

稚
園
を
、「
幼
稚
園
型
認
定
こ
ど
も

園
」
に
早
期
に
改
め
る
こ
と
。

・
評
価
ラ
ン
ク　

　
幼
稚
園
の
預
か
り
保
育
は
一
時
的

な
対
応
で
あ
り
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

対
す
る
方
向
性
が
見
え
な
い
こ
と
が

今
回
の
評
価
で
あ
る
。
４
月
か
ら
開

設
の
「
健
康
こ
ど
も
課
」
の
施
策
に

大
い
に
期
待
す
る
。

提
言
２
の
改

提
言
２
の
改　　

　　
企
業
誘
致
へ
の
取
組

企
業
誘
致
へ
の
取
組

　
企
業
誘
致
や
雇
用
の
創
出
に
取
り

組
ん
で
い
る
が
、
実
績
が
見
ら
れ
な

い
。
森
掛
川
Ｉ
Ｃ
周
辺
と
中
川
下
工

業
団
地
周
辺
を
重
点
地
域
と
し
、
企

業
誘
致
を
推
進
す
る
こ
と
。

・
評
価
ラ
ン
ク

　
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
の
必
要
な
取
組

に
は
着
手
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、

ＣＣ ＣＣ

ＣＣ ＣＣ

ＤＤ ＤＤ

ＤＤ ＥＥ
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森
町
の
「
遠
州
の
小
京
都
」
た
る
由
縁
は
、

京
都
に
も
似
た
地
形
と
、
古
い
歴
史
と
伝
統
を

今
な
お
継
承
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
当
会
は
、

町
内
の
歴
史
的
遺
産
を
保
護
保
存
し
、
奥
行
き

の
あ
る
、
ま
た
、
深
み
の
あ
る
町
づ
く
り
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
三
十
一
年

に
、
会
員
二
百
五
十
余
名
を
も
っ
て
発
足
い
た

し
ま
し
た
。

　
明
治
三
十
一
年
、
地
理
学
者
志し

が賀
重し
げ
た
か昴

が
小

京
都
と
称
え
て
百
二
十
四
年
、
緑
豊
か
で
、
古

き
よ
き
建
物
や
土
蔵
な
ど
未
だ
姿
を
残
し
、
太

田
川
岸
の
桜
花
は
、
京
都
鴨
川
の
如
く
今
年
も

開
き
ま
し
た
。
形
あ
る
も
の
は
、
い
つ
か
は
無

に
帰
し
ま
す
が
、
風
情
あ
る
景
観
は
、
未
来
ま

で
残
し
た
い
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
歴

史
と
伝
統
を
大
切
に
思
い
、
地
道
な
地
域
活
動

を
継
承
し
て
「
人
」
づ
く
り
を
す
る
こ
と
こ
そ
、

大
切
に
す
べ
き
基
で
あ
る
と
信
じ
ま
す
。

　会　長　北島　惠介
　連絡先　８５－０１０８（歴史伝統文化保存会事務局）

「
小
京
都
は
人
づ
く
り
」

「
小
京
都
は
人
づ
く
り
」

森町歴史伝統文化保存会

高平山　遍照寺

〒
437-0293　
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り
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令
和
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2022年
）
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発
行
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令
和
４
年
度
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
蔓
延
防
止

も
解
除
さ
れ
、
桜
の
時
期

に
は
多
く
の
方
々
が
森
町

に
訪
れ
て
く
れ
ま
し
た
。

町
に
は
、花
菖
蒲・紫
陽
花・

萩
・
桔
梗
な
ど
の
彩
り
豊

か
な
花
々
が
楽
し
め
る
神

社
仏
閣
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
時
代
に

は
ピ
ッ
タ
リ
の
町
だ
と
思

い
ま
す
。
先
人
が
大
切
に

護
り
、
残
し
て
く
れ
た
自

然
環
境
や
歴
史
文
化
を
今

一
度
再
認
識
し
て
、
町
内

外
に
発
信
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
議
員
に
な
り
２

年
目
に
入
り
ま
し
た
。
住

む
人
も
訪
れ
る
人
も
「
笑

顔
溢
れ
る
森
町
」
に
な
る

よ
う
、
引
き
続
き
精
一
杯

精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
増
田
恭
子
）

●  

ひひ  

とと  

ここ  

とと  

●●

※会議の開始時間は午前9時30分です。
※日程が変更される場合もありますのでご了承ください。

６月 ２日（木）    議会運営委員会
６月 ８日（水） 　本会議（招集）・ 全員協議会
６月13日（月） 　本会議（2日目）
６月16日（木） 　常任委員会
６月23日（木） 　本会議（3日目）
６月27日（月） 　本会議（最終日）

 ６月定例会の予定６月定例会の予定 
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水
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増
田
恭
子

議

長

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

議会だよりに関するアンケートを実施しています。
数分程度で完了する、とても簡単なアンケートです。
議会だより編集委員会では、町民の皆さんに
親しみを持って読んでいただける議会広報誌を目指
して取り組んでいます。
ぜひ回答にご協力をお願いします。

議 会 だ よ り の 感 想 を議 会 だ よ り の 感 想 を
お 聞 か せ く だ さ い ！お 聞 か せ く だ さ い ！

QRコードを読み取ってください。

表紙の題字は、静岡県立遠江総合高等学校卒業生

　　藤
ふじた

田優
ゆう

羽さんが書いてくれました。


